
-ごあいさつ- 物価高騰・感染症の影響による経済の停滞で市民生活は厳しさを増しており、政府や
千葉市も対策予算を組んで、最低限の対応をしていますが、ウクライナ情勢の膠着により平和・生活・経済の
不安定化が継続しています。このウクライナ情勢で改めて平和の尊さを実感することになりました、やはり不戦の
決意は維持しながら、他国からの侵略・侵攻に対する備えと危機管理は重要だと考えます。

また新型コロナ感染症については、本年5 月に感染症分類を２類から５類へ引き下げる旨決定されました。
特定マスコミの影響も有りましたが、厳重警戒から機運の向上が進んでいくことでしょう。この数年公共医療費は
一時的とは言え減少しており、併せて従来のコロナ対策費を有意義な別の用途に使うことが可能になります。
また感染者の冷静な受け入れが進めば、一層の国民の社会・経済・健康の正常化と回復が図られると考えます。

■ 4 期目の任期で最後の一般質問を 12 月 13 日に行いました。
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Q,市民センター等でマイナポイント申請支援は？
A,スペースが狭く、支援窓口の設置予定はない
・ほぼ公民館と隣接、活用すべき。他の防災メール・
シティーレポート設定支援も活用を提案する

・侵攻されると日米安保条約では初期は守れない。
武力攻撃事態・存立危機事態で初めて防衛行動

Q，他国から弾道ミサイルが飛来した時の対応は？
A, J アラートと、本市該当なら更に市民へ周知
・シェルター補助は費用対効果で疑問だが、キーウ
での防衛戦を見ると地下街形成は有効。防衛費の
用途に提案。また家庭の内で 1 か所は頑丈な場所
を設定しても、竜巻等災害の際にも役立つ。
高指向政防災スピーカーの部分的設置検討を

ＨＰ

みなさんの広い意見を募集しております。2344. Jp

（１） 危機管理（防衛・災害）
（2）

Q，特別支援学校を卒業した医療的ケアが必要な
重度障害者をケアする施設と、重度の障害者を
支援するケアラーのレスパイトケアは？

A,グループホームと通所事業所の整備に取組む
・不足のため、他市に協力戴いている、整備を

・コロナ渦もあり壊滅的、至急対応が必要、
自治会に「入ったもん負け」では困る。罰則
はないが多くの市で法文だけでも「加入する
ものとする」としている。訴訟された例は、
ないので一歩踏み込んでほしい、荒廃住宅を
改善するには自治会の力が不可欠

（５） 動物行政（多頭飼育崩壊等）
（3）

Q,行政が介入する際の手段はどうなのか？
A,廃棄物関連部署と連携した廃棄物適正処理
と地域支え合い団体や福祉サービスへ繋ぐ

Q,センター建替えはどのように進めるか？
A, 機能強化を順次行い、在り方懇談会の見解、
ボランティア意見も踏まえ改善に取り組む

Q,ボランティアの方々が不妊・去勢手術を行う
と自己負担があるが、これまでの施策は？

A,不妊去勢事業の拡充とどうぶつ基金による
新たな同事業の行政枠チケットの活用

・動物問題は荒廃住宅改善問題において行政
介入のきっかけになることが多い

・センター整備は、ソフトも伴った整備を
・行政枠のチケット活用は公平に
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（感染症の影響で現在は休止しております、

不在時は小松崎本人の携帯に転送)

お問合わせ・ご意見をお待ちしておりま

Q,ヤングケアラー研修は、どの職種の方が何人
参加し、研修内容はどのようなものだったのか。

A,学校関係者、子育て関係機関、障害・介護関係、
民生委員など対象に計 3 回、参加者は230人。
大人がヤングケアラーを理解し、支援を必要と
している子どもに気付く契機づくり

・状況はお手伝いから、本格的介護まで様々だが、
ケアラーが友人に予定それとなく断る場合もある。
まずは生徒への周知ビラ作製、相談窓口の開設を ・学校の防犯カメラは、着実に整備されあと数年で完了

（年間 10校程度で、１ ６ ８ 校中、１ ２ ０校へ設置）

・市内学校のトイレ洋式化と改修は飛躍的に加速した

（2年前倒して、令和 6年度までに改修完了予定）

・萩台付近の治安改善にも道路整備と街路灯を

・地域の声と学術の街のイメージを活かしてほしい

（４）荒廃住宅（いわゆるゴミ屋敷）
（1）

（２） IT弱者支援
（4）

（３）ケアラー（ヤングケアラー・重度障害の方々）

（７） その他（学校施設・稲毛区諸問題）
（6）

（６） 自治会（加入率等）
（5）




